
江
戸
の
昔
か
ら
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

「
歴
史
を
感
じ
た
上
野
公
園
散
策

ミ
ニ
ツ
ア
ー
」
で
し
た

清　友
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小石川後楽園涵徳亭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で

出
発
。
世
界
遺
産
「
国
立
西
洋
美

術
館
」
前
庭
で
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
や
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
の
説
明
を
受

け
、
子
規
記
念
野
球
場
前
を
通
り
、

摺
鉢
山
古
墳
に
登
頂
、
初
代
林
家

三
平
師
匠
の
奥
さ
ん
海
老
名
香
葉

子
さ
ん
建
立
の
「
哀
し
み
の
東
京

大
空
襲
・
時
忘
れ
じ
の
塔
」
を
訪

ね
、
天
海
僧
正
供
養
塔
、
西
郷
銅

像
、
彰
義
隊
墓
所
、
清
水
観
音
堂
、

上
野
大
仏
・
時
の
鐘
、
上
野
東
照

宮
を
ま
わ
っ
て
、
江
戸
文
化
と
明

治
維
新
の
痕
跡
に
接
し
、
輪
王
寺

両
大
師
堂
の
寛
永
寺
旧
本
堂
表
門

で
上
野
戦
争
の
砲
弾
・
銃
弾
の
跡

を
観
る
と
い
う
あ
っ
と
い
う
間
の

２
時
間
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、「
上
野
公
園
に
は

た
び
た
び
来
て
い
た
け
ど
、
こ
ん

な
に
名
所
や
見
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た

ん
だ
」「
戦
争
の
愚
か
さ
が
分
る
場

所
だ
ね
」「
楽
し
く
て
、
た
め
に
な

る
い
い
企
画
だ
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
て
、
次
は

ど
こ
へ
行
き
ま
し
ょ
う
か
。

　

退
職
者
会
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
４
回
目
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
江
戸
文
化
と
戊
辰
戦
争
跡
」

を
訪
ね
る
上
野
公
園
歴
史
散
歩
。

　

10
月
６
日
10
時
、
東
京
文
化
会

館
前
に
集
合
、
９
月
か
ら
の
長
雨

で
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
日
頃

の
行
い
の
よ
さ
（
誰
で
し
ょ
う
？
）

か
ら
か
、
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
18
名
を
２
班
に
分
け
て江戸文化を象徴する「寛永寺清水観音堂」

（京都「清水寺本堂」を模した懸造）

◀浮世絵にも

　画かれた「月の松」

上野大仏

　江戸初期建立。たび
たび地震や火災で倒壊・
損傷するが、その都度
再建。関東大震災で倒
壊後、再建されず。45
年に軍需金属資源とし
て顔面部を除く頭部・
胴部が供出され消滅。
　「これ以上落ちない」
と受験生に人気とか。

輪王寺両大師堂の寛永寺旧本堂表門

◀上野戦争の

　銃弾跡

◀砲弾跡

（アームストロング砲）

分厚い鉄板を貫通
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東
京
労
働
局
は
、「
日
雇
雇
用
保

険
か
ら
一
般
労
働
保
険
へ
の
切
り

替
え
（
８
月
24
日
依
頼
通
知
）」
に

関
し
て
、「
９
月
26
日
ま
で
に
具

体
的
行
動
計
画
を
提
出
す
る
よ
う
」

求
め
る
『
指
導
通
知
』
を
通
告
し
、

昭
和
運
輸
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
派
遣

会
社
ク
レ
イ
ブ
は
、「
派
遣
会
社
は

離
職
後
１
年
以
内
の
労
働
者
を
元

の
勤
務
先
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
」
労
働
者
派
遣
法
35
条
の

５
に
基
づ
き
、
昭
和
運
輸
へ
の
派

遣
か
ら
撤
退
し
、
そ
れ
以
外
の
派

遣
会
社
も
参
入
で
き
な
い
状
態
に

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
運
輸
は
、
ク
レ
イ
ブ
が
撤

退
し
た
た
め
、
行
動
計
画
を
提
出

で
き
ず
、
提
出
期
限
延
期
を
東
京

労
働
局
に
申
し
入
れ
た
後
、
９
月

29
日
、
社
内
で
「
９
月
30
日
を
期

限
と
す
る
契
約
社
員
の
採
用
募
集
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
応
募
し
た
労
協

事
業
実
施
労
組
フ
レ
ッ
シ
ュ

ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
は
、
70

歳
を
超
え
る
人
を
除
き
全
員

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
は
、
解
雇
さ
れ

た
自
治
労
組
合
員
で
あ
る
故

宮
川
さ
ん
が
あ
き
ら
め
ず
に

闘
い
、
切
り
開
い
た
こ
と
か

ら
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
闘
い
の
結
果
を

裁
判
闘
争
に
も
反
映
さ
せ
る

べ
く
、
支
援
共
闘
会
議
は
闘

う
決
意
で
す
。（
宮
本
）

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
⑺

昭
和
運
輸
で
働
く
労
供
労
働
者
が

　

10
月
か
ら
契
約
社
員
に

野
住
百
合
子
さ
ん
逝
去

　
　
　
　
　
　

元
東
京
清
掃
書
記

で
会
員
最
高
齢
の
野
住
百
合
子
さ

ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

野
住
さ
ん
は
、
都
庁
が
有
楽
町

に
あ
っ
た
時
代
の
61
年
か
ら
83
年

ま
で
事
務
局
に
勤
務
し
、
主
に
財

政
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

親
切
で
穏
や
か
な
方
で
し
た
。

　

昨
年
３
月
、「
誕
生
月
お
祝
い

訃
報

電
話
」
に
お
出
に
な
ら
ず
、
昨
年

度
の
会
費
納
入
も
滞
っ
た
た
め
、

心
配
し
何
度
か
電
話
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
偶
然
ご
家
族
に
連
絡
が

つ
き
、
昨
年
４
月
に
亡
く
な
っ
た

と
伺
い
ま
し
た
。「
天
寿
全
う
で

す
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
享
年

91
歳
。
謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。

　

10
月
11
日
、
特
別
区
人
事
委

員
会
は
、
①
月
例
給
５
８
４
円

（
０
・
15
％
）
引
上
げ
、
②
一
時

金
０
・
１
月
引
上
げ
（
4.4
月
）
を

勧
告
し
、
国
や
都
で
勧
告
さ
れ

今
年
も
東
京
清
掃
の
賃
金
確
定
闘
争
を
応
援

た
扶
養
手
当
の
見
直
し
（
配
偶
者

の
手
当
半
減
・
子
の
手
当
倍
増
）

は
「
実
態
を
把
握
し
検
討
」
の
考

え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

３
年
連
続
の
月
例
給
・
一
時
金

引
上
げ
で
す
が
、
給
料
表
改
善
は

特
に
管
理
職
層
に
厚
く
配
分
さ
れ

て
お
り
、
格
差
を
拡
大
す
る
悪
質

な
勧
告
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
は
今
年
も
決
起
集
会

を
激
励
し
、
東
京
清
掃
の
闘
い
を

応
援
し
ま
す
。

激励挨拶する
庄司会長

６月 15 日、自治労都本部、東京清掃労組、公共清
掃労組が、相原久美子参議院議員の紹介で厚生労働
省と「23 区清掃下請で働く継続労供労働者の厚生年
金、健康保険、雇用保険の適用を求める」要請交渉。
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今
臨
時
国
会
に
、
老
齢
基
礎
年

金
受
給
資
格
期
間
を
25
年
か
ら
10

年
に
短
縮
す
る
国
民
年
金
法
の
改

正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
無
年
金
者
を
減
ら
す
」
こ
と
が

目
的
と
さ
れ
、
政
府
の
試
算
で
は

受
給
者
が
40
万
人
増
え
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
民
進
党
も
推
進
の
考

え
方
で
す
が
、
実
は
大
変
な
問
題

を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
の
公
的
年
金
は
「
社
会
化

さ
れ
た
扶
養
」
で
す
。
い
わ
ば
「
公

的
な
仕
送
り
制
度
」
で
す
。
40
年

間
保
険
料
を
納
付
（
低
所
得
者
等

の
免
除
・
猶
予
規
定
あ
り
）
し
て

仕
送
り
し
、
自
分
も
そ
れ
に
見
合

う
年
金
額
を
受
給
す
る
制
度
と
し

て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
年
で

い
い
と
す
る
と
、
10
／
40
し
か
仕

送
り
し
な
い
で
よ
い
と
す
る
動
機

づ
け
に
な
り
か
ね
ず
、
低
年
金
者

を
増
加
さ
せ
る
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
の
手
だ
て
が
必

要
で
す
が
、
保
険
料

未
納
が
蔓
延
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

狭
山
事
件
で
無
実
の
部
落
青
年
・

石
川
一
雄
さ
ん
が
不
当
逮
捕
さ
れ

て
か
ら
53
年
、
か
つ
て
の
青
年
は

す
で
に
77
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
無
期
懲
役
を
下
し
た
寺

尾
判
決
の
10
月
31
日
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
闘
い
の
日
と
し
て
全
国

集
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
10
月
28
日
に
日
比
谷
野

音
で
開
か
れ
、
初
冬
を
思
わ
せ
る

冷
た
い
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
第

三
次
再
審
を
求
め
る
人
々
の
結
集

で
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
退
職

者
会
か
ら
も
８
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
石
川
さ
ん
夫
妻
を
始

め
、
袴
田
事
件
、
足
利
事
件
、
布

川
事
件
、
志
布
志
事
件
の
え
ん
罪

被
害
者
の
皆
さ
ん
が
揃
っ
て
連
帯

の
挨
拶
を
行
な
い
、
今
度
こ
そ
石

川
さ
ん
の
再
審
決
定
と
無
罪
判
決

り
調
べ
録
音
テ
ー
プ
」

で
、
取
調
官
の
誘
導
に

よ
る
自
白
の
様
子
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
下

山
鑑
定
に
よ
り
「
被
害

者
の
万
年
筆
」
は
に
せ

物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。
第
三
次

再
審
開
始
に
向
け
て
大

き
な
力
と
な
る
も
の
で

す
。
一
日
も
早
く
無
実

の
石
川
さ
ん
か
ら
「
み

え
な
い
手
錠
」
を
は
ず

し
ま
し
ょ
う
！
（
押
田
）

　　　　　　　　　　　石川さん宅で発見
され被害者のものとされた万年筆のインク
は、被害者が使用していたインクと異なる
種類のものであることは、科学警察研究所
の検査により、明らかにされていましたが、
裁判所は「被害者が別のインクを補充した」
可能性が高いなどとして、発見万年筆を石
川さん有罪の決め手の一つとしてきました。
　下山鑑定は、開示された証拠を基に、補
充したインクに元のインクが微量でも混じ
っていれば、元のインクの成分も検出され
ることを証明したものです。
　科警研の検査で、発見万年筆には元のイ
ンクの成分が含まれていないことが示され
ていますから、万年筆は被害者のものでは
なく、警察により捏造されたものであるこ
とが、科学的に明らかにされました。

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会

受
給
資
格
期
間
短
縮
は

年
金
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
悪
法

を
勝
ち
取
ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

弁
護
団
は
、
開
示
さ
れ
た
「
取

下
山
鑑
定
が　

科
学
的
に
立
証
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昨
年
10
月
１
日
、
原
子
力
空
母
Ｇ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
の
後
継
艦
ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
が
、
米
軍
横
須
賀
基
地
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。
横
須
賀
に
は
43
年
間

も
米
空
母
が
配
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
①
事
故
率
が

極
め
て
高
い
こ
と
（
発
表
デ
ー
タ

は
米
国
内
と
日
本
で
は
異
な
る
）、

②
離
着
陸
時
の
騒
音
や
低
周
波
音

が
高
い
こ
と
、
③
離
着
陸
時
の
風

圧
が
強
く
、
排
気
が
高
温
な
こ
と

（
周
辺
に
火
災
の
危
険
性
）、
④
事

故
対
策
の
安
全
装
置
が
脆
弱
な
こ

と
な
ど
欠
陥
だ
ら
け
で
す
。

　

10
月
23
日
、
東
京
平
和
運
動

　

海
外
の
報
道
機
関
は
南
ス
ー
ダ
ン

情
勢
を
「
内
戦
状
態
」
と
報
道
し
て

い
ま
す
が
、
安
倍
政
権
は
「
極
め
て

厳
し
い
が
、
武
力
衝
突
は
起
き
て
い

な
い
」
と
し
て
、
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ

の
参
加
継
続
、「
駆
け
つ
け
警
護
」
な

ど
憲
法
違
反
の
安
保
法
制
に
基
づ
く

任
務
を
付
与
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
19
日
の
戦
争
法
廃
止
国
会
前

集
会
は
、
安
保
法
制
発
動
問
題
を
一
つ

の
焦
点
と
し
て
も
た
れ
、
６
千
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
新
潟
県
知
事
選
挙

の
勝
利
等
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
も
確
実
に
広
ま
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
よ
っ
て
た
か
っ
て
勝
利
ま
で
」。

　

９
月
の
東
京
総
行
動
は
30
日
に
行

わ
れ
、
不
当
解
雇
撤
回
、
不
当
処
分
・

不
当
労
働
行
為
、
残
業
代
未
払
い
、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
薬
害
・
公
害

被
害
補
償
の
拒
否
等
の
争
議
13
か
所

で
抗
議
や
申
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
子
会
社
フ
ジ
製
版
の
倒
産
解

雇
に
一
切
責
任
を
果
た
そ
う
と
せ
ず
、

組
合
員
に
損
害
賠
償
請
求
す
る
争
議

つ
ぶ
し
の
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
を
仕
掛
け

た
富
士
美
術
印
刷
へ
の
抗
議
と
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
労
組
つ
ぶ
し
の
解
決

を
求
め
る
ト
ヨ
タ
本
社
攻
め
が
重
点

課
題
と
し
て
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、「
原
子
力
空
母
横

須
賀
配
備
抗
議
！
母
港
撤
回
を
求

め
る
全
国
集
会
」が
横
須
賀
・
ヴ
ェ

ル
ニ
ー
公
園
で
も
た
れ
、
原
子
力

空
母
の
横
須
賀
母
港
撤
回
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
反
対
や

沖
縄
・
高
江
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
の
強
行
反
対
を
訴
え
て
デ
モ
行

進
し
、
横
須
賀
基
地
ゲ
ー
ト
前
の

抗
議
行
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
等
の
主
催
に
よ
る
「
オ
ス

プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
反
対
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
２
千
人
が
参
加
。
横

田
基
地
前
を
デ
モ
行
進
し
、
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

原子力空母の
横須賀母港撤回！

オスプレイの
横田基地配備反対！

安倍政権の暴走止めよう!
自衛隊は戦場に行くな !首切り自由を許さないぞ！

もう我慢も限界だ！


